
令和４年度 第 2回土木計画学研究委員会幹事会 議事録 

 
日時：令和 5 年 3 月 8 日(水) 18:00-19:00 
場所：ZOOM，キャンパスプラザ京都・第 3 会議室 
 
n 出席者(敬称略) 

委員長：多々納裕一（京都大学） 

副委員長：柿本竜治(熊本大学)，田名部淳（地域未来研究所） 

幹事長：小池淳司（神戸大学） 

大会運営小委員会：谷本圭志（鳥取大学），中山晶一朗（金沢大学），瀬木俊輔(神戸大学），大澤実（京都

大学） 

委員兼幹事：力石真（広島大学），佐藤啓輔（復建調査設計株式会社），小嶋文（埼玉大学），杉浦聡志（北

海道大学），崔善鏡（東京工業大学），梶谷義雄（香川大学），神田佑亮（呉工業高等専門学校），

鈴木美緒（東海大学），中野一慶(電力中央研究所)，桑野将司（鳥取大学），浦田淳司（東京大

学），瀬谷創（神戸大学：議事録） 

n 欠席者(敬称略) 

学術小委員会：張峻屹(広島大学)，呉玲玲(東京都立大学) 

委員兼幹事：白柳洋俊（愛媛大学） 

 
 

n 議事 (敬称略) 

1. 開会  委員長挨拶(多々納) 

・多々納委員長より挨拶がなされた． 

2. 前回議事録の確認（小池）        

・前回議事録【資料 2】が承認された． 

 

審議事項 

3. コロナ調査について（瀬谷、浦田、佐藤）      

・瀬谷幹事長補佐より，【資料 3】に基づき来年度も調査を継続とする原案が示され，承認された．

幹事会において，コロナ調査を活用した論文作成のための体制を検討することとなった． 

 

4. その他     

・多々納委員長より，予想される予算残額をあらかじめ計画的に小委員会に配分することが望まし

いという意見があり，次回の土木計画学研究委員会までに幹事長・幹事長補佐にて原案を作成する

こととなった． 

・張峻屹学術小委員会長が，異動のため学術小委員会長を 3月末で退任することとなったことが報告

された．土木計画学研究委員会運営規則細則には，途中退任についての規定がないため，次回の土木

計画学研究委員会までに，当該運営規則細則改定の原案を幹事長・幹事長補佐にて作成することとな

った．また，今回の退任に伴う後任の小委員長人事は，細則に基づき委員長一任となった． 

 

 

 



報告事項 

5. 全国大会 研究討論会について（力石、鈴木）      
・力石幹事より【資料 4】の説明があり，全国大会研究討論会の内容案について報告がなされた． 
 

6. 日本工学会フェローの推薦について（小池）    

・小池幹事長より，小林潔司京都大学特命教授を推薦したとの報告があった．また，来年以降も当

委員会から継続的に推薦できるように候補者のリスト作成を行うこととなった． 
 

7. 小委員会への予算の配分について（小池）   

・小池幹事長より，【資料 6】についての説明があり，3つの小委員会に予算配分を行ったことが報

告された．また，審議事項４に基づき，来年度以降は，あらかじめ計画的に配分していく方針とな

り，そのための原案を幹事長・幹事長補佐において作成することとなった． 
 

8. 令和 4年度予算執行状況について（小池） 

・小池幹事長より，【資料 7】の説明があり，残額について「新型コロナウイルスに関する行動・意

識調査」HP の英訳に用いることが承認された． 
 

9. 研究小委員会の設置について（小嶋，桑野）     

・小嶋幹事より【資料 8】の説明があり，国土強靱化定量的脆弱性評価委員会の設置がメール審議で

承認されたことが報告された．当該小委員会について，幅広く委員を追加していく方向性が望ましい

という意見があった． 
 

10. HP への防災関係ページの追加について（梶谷、杉浦） 

・杉浦幹事より，HP への防災関係ページの追加について現状の説明があった．内規（土木計画学研究

委員会 HPの管理方針，2019年 11月 30日）により，「研究小委員会」，「研究発表会」，「行事案内」以

外のページの管理・更新作業は HP 担当幹事が行うこととなっているが，HP 担当の負担が大きくなる

め，幹事長と相談し，防災担当が行うこととなったことが報告・承認された．また，次回の幹事会で，

当該内規の変更案を幹事長・幹事長補佐において提案し，審議することとなった． 

 

11. 「土木計画学：政策と実践」の状況報告について（白柳、神田） 

・神田幹事より，【資料 9】に基づき状況の報告がなされた．「方法と技術」においても，課題等があ

れば，幹事会に報告していただく機会があったほうがよいという意見があり，今後の検討事項となっ

た．また，「政策と実践」について，実務の方からの投稿を増やすために，地方整備局の技術研究発表

会の優秀論文などを投稿していただくとよいのではないか，という意見があり，政策と実践の編集委

員会で議論し，幹事会においても検討することとなった． 

 

12. その他（報告事項） 

特になし 

 

13. その他 

特になし 

 



 
 
 

以上 


